





　2011 年１月より 2015 年 12 月までの５年間に当科を受診した顎顔面口腔外傷患者 276 例
を対象とし，臨床統計的観察を行った．
































　10 歳未満が最も多く，次いで 10 歳代であった．
４．来院経路別患者数（図３）
　 院 内 紹 介 に よ る 受 診 が 最 も 多 く 118 例



























について，2011 年１月より 2015 年 12 月までの
５年間に当科を受診した 276 例を対象とし，臨床
統計的観察を行った．































































































































































































































































　今回われわれは 2011 年１月より 2015 年 12 月
までの５年間に当科を受診した顎顔面口腔外傷患
者 276 例に対して臨床統計的観察を行い，若干の
文献的考察を加えて報告した．
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